
保健所長

今回はハイブリッド開催で、参加者数は保健所連携推進会議３６名、指導医講習会

４０名（現地参加２３名、オンライン参加１７名）でした。

今回の指導医講習会は、「社会医学系専門医制度について」の講話に加えて、「公

衆衛生医師業務とコンピテンシーを学ぶケーススタディ集」を用いたグループワーク

を実施しました。

全体のテーマを「社会医学系専門医に求められるコンピテンシー」とし、「社会医

学系専門医制度について」の講話の中でも、コンピテンシーについての説明を加えま

した。

コンピテンシーは、「職務や役割における、効果的ないしは優れた行動に結果的に

結びつく個人特性」とされていますが、これは、1970年代にハーバード大学で心理学

者であるマクレランド教授が、高業績の外交官と平均的な外交官を比較し、仕事上の

行動にどんな違いがあるのか研究を行った結果、高業績者は、ＩＱよりも動機や性格

などの心の内面を原動力とする行動により成果や目標を達成していると報告したこと

に由来しています。

社会医学系専門医研修プログラム整備基準の中では、社会医学系専門医が身につけ

るべき８つのコンピテンシーが示されており、指導医としても、このコンピテンシー

について充分に理解し、専攻医が身につけることが出来るよう日々の指導において意

識することが必要であると考えられます。

http://shakai-senmon-

i.umin.jp/

https://laws.e-

gov.go.jp/data/MinisterialOrd

inance/323M40000100047/621156

_1/pict/2FH00000074321.pdf
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